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今
年
初
め
、
タ
レ
ン
ト
の

つ
る
の
剛
士
さ
ん
が
育
児
休

暇
を
取
得
し
た
と
い
う
こ
と

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
か

ら
生
ま
れ
、
大
ブ
レ
ー
ク
し

た
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
羞
恥
心
」

の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
三

十
五
歳
。
昨
年
十
一
月
に
四

番
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

の
を
機
に
、
今
年
一
月
か
ら

二
カ
月
間
、
自
身
の
希
望
を

貫
き
、
育
児
休
暇
を
と
っ
た
と
の
こ
と
。

　

四
月
に
は
、
東
京
都
文
京
区
の
成
沢
広
修
区

長
も
、
約
二
週
間
の
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
こ

と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
に
と
っ
て
も
、
男
性
に
と
っ
て
も
、
仕

事
と
生
活
が
両
立
し
に
く
い
今
の
時
代
。
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、「
仕
事
と
生
活

の
調
和
」
と
い
う
意
味
で
、
働
き
な
が
ら
私
生

活
も
充
実
さ
せ
、
自
分
の
望
む
生
き
方
を
選
択
・

実
現
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
長
い
人
生
に
お
い
て
、
子
育
て
を

す
る
時
期
、
仕
事
に
集
中
す
る
時
期
、
あ
る
い

は
親
の
介
護
を
す
る
時
期
な
ど
、
そ
の
時
々
で

生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
て
、
自
分
自
身
が
生
き
方
を
選
択
で
き
る

社
会
の
実
現
は
、
働
く
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

国
や
地
方
公
共
団
体
・
企
業
が
連
携
し
、
社
会

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

つ
る
の
剛
士
さ
ん
は
「
育
児
休
暇
を
と
る
！
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
二
年
間

仕
事
で�
ぶ
っ
と
ば
し
す
ぎ
た
の
で
こ
こ
ら
で

一
回
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ
う
か
な�
と
考
え
た

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
自
ら
の
仕
事
と
生
活
の

調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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　「政治倫理の確立のための芦屋市長
の資産等の公開に関する条例」に基づ
き、市長の資産等
補充報告書および
関連会社等報告書
を公開しています。
　各報告書の閲覧
を希望されるかた
は、下記へお問い
合わせください。
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15人翠ケ丘集会所

25人大 原 集 会 所

11人茶 屋 集 会 所

14人朝日ケ丘集会所

19人西 山 幼 稚 園

21人前 田 集 会 所

22人奥 池 集 会 所

15人西 蔵 集 会 所

29人竹 園 集 会 所

22人打 出 集 会 所

20人浜 風 集 会 所

36人春 日 集 会 所

18人総 合 公 園

19人潮 見 集 会 所
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◆
岩
園
小
・
山
手
小
は
児
童
数
の
増
加
に

　

よ
り
仮
設
校
舎
を
造
ら
な
け
れ
ば
対
応

　

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
抜
本
的
な

　

解
決
策
は
な
い
の
か
。

◆
こ
の
数
年
で
児
童
数
は
減
少
す
る
見
込

　

み
で
す
の
で
、
将
来
を
見
越
し
て
こ
の

　

ま
ま
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
の
生
徒
・
児
童
に
は
申
し
訳
な
い

　

で
す
が
、
校
舎
の
建
設
や
校
区
の
見
直

　

し
は
行
わ
ず
、
現
在
の
仮
設
校
舎
で
対

　

応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
学
童
保
育
の
延
長
は
、
い
つ
か
ら
実
施

　

さ
れ
る
の
か
。

◆
今
年
度
中
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
条
件
と
し
て
は
、
一
校
あ
た
り
五

　

人
以
上
で
、
下
校
時
に
は
保
護
者
に
必

　

ず
迎
え
に
来
て
も
ら
い
ま
す
。
料
金
に

　

つ
い
て
は
有
料
と
な
り
ま
す
。
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◆
建
て
替
え
工
事
中
は
、
従
来
ど
お
り
に

　

診
察
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

◆
建
て
替
え
工
事
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
中

　

病
棟
を
新
病
棟
に
建
て
替
え
、
そ
の
後

　

南
病
棟
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
中
は
ご

　

迷
惑
を
お
か

　

け
し
ま
す
が
、

　

工
事
中
も
外

　

来
・
入
院
と

　

も
平
常
ど
お

　

り
に
診
察
を

　

行
い
ま
す
の

　

で
、
ご
安
心

　

く
だ
さ
い
。
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◆
三
条
集
会
所
を
早
く
建
設
し
て
ほ
し
い
。

◆
こ
れ
ま
で
の
経
過
等
も
あ
り
現
在
の
状

　

況
が
あ
り
ま
す
が
、
早
期
に
建
設
し
て

　

ほ
し
い
と
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

現
在
は
建
設
に
向
け
て
、
関
係
町
内
と

　

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
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◆「
い
ま
だ
財
政
状
況
が
厳
し
い
」と
説
明

　

す
る
一
方
で
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

　

給
与
が
職
員
に
支
給
さ
れ
て
い
る
の
は

　

お
か
し
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

　

考
え
て
い
る
の
か
。

◆
平
成
十
五
年
か
ら
行
政
改
革
実
施
計
画

　

に
基
づ
き
、
職
員
数
や
総
人
件
費
の
削

　

減
に
取
り
組
み
、
総
人
件
費
は
累
積
で

　

四
十
億
円
以
上
の
削
減
効
果
が
出
て
い

　

ま
す
。
職
員
の
給
与
は
国
家
公
務
員
の

　

給
与
に
準
じ
て
決
定
し
、
給
料
月
額
は

　

全
国
的
に
も
そ
う
高
い
水
準
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
職
員
の
採
用
抑
制

　

や
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
よ
っ
て
、

　

若
手
職
員
を
管
理
職
に
登
用
せ
ざ
る
を

　

得
な
い
状
況
か
ら
、
国
の
同
じ
年
齢
層

　

と
比
較
す
る
と
給
与
水
準
が
高
く
な
っ

　

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
手
当
・
管
理

　

職
手
当
・
通
勤
手
当
等
の
手
当
関
係
が

　

高
い
た
め
、
結
果
と
し
て
全
国
で
上
位

　

の
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

　

も
引
き
続
き
、
給
与
の
適
正
化
に
取
り

　

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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◆
市
内
各
所
か
ら
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

　

あ
し
や
温
泉
ま
で
の
バ
ス
路
線
を
確
保

　

し
て
ほ
し
い
。

◆
計
画
当
初
か
ら
、
阪
急
バ
ス
に
対
し
て

　

バ
ス
路
線
の
見
直
し
や
増
便
の
要
望
を

　

し
て
い
ま
す
が
、阪
急
バ
ス
か
ら
は「
セ

　

ン
タ
ー
の
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
今

　

後
の
見
直
し
の
中
で
で
き
る
限
り
配
慮

　

し
た
い
」
と
い
う
旨
の
回
答
を
い
た
だ

　

い
て
い
ま
す
。
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◆
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
は
、
い
つ
完

　

成
す
る
の
か
。
概
要
も
教
え
て
ほ
し
い
。

◆
今
年
度
中
に
完
成
予
定
で
す
。
二
階
建

　

て
で
、
今
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

よ
り
大
き
な
施
設
に
な
り
ま
す
。
セ
ン

　

タ
ー
の
事
務
所
と
作
業
所
が
入
る
こ
と

　

に
な
り
ま
す
が
、
就
職
の
相
談
な
ど
の

　

個
々
の
事
業
内
容
は
、
今
後
の
事
業
方

　

針
に
よ
っ
て
、
決
定
す
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。
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◆
山
手
幹
線
が
十
月
に
全
線
開
通
す
る
が
、

　

大
気
汚
染
や
騒
音
な
ど
が
心
配
。
ま
た
、

　

暫
定
二
車
線
の
見
通
し
は
い
つ
ま
で
か
。

◆
大
気
汚
染
・
騒
音
等
に
つ
い
て
は
、全
線

　

開
通
後
も
定
期
的
に
測
定
し
ま
す
。

　

山
手
幹
線
は
、都
市
計
画
の
決
定
で
四

　

車
線
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。四
車
線

　

化
の
時
期
に
つ
い
て
は
、今
後
の
交
通

　

の
状
況
を
見
な
が
ら
、ま
た
隣
接
市
や

　

国
・
県
と
も
調
整
し
な
が
ら
判
断
し
て

　

い
き
ま
す
。

◆
楠
町
の
Ｊ
Ｒ
踏
切
は
小
学
校
の
通
学
路

　

に
も
な
っ
て
お
り
、
大
変
危
険
で
あ
る

　

こ
と
は
以
前
よ
り
訴
え
て
き
た
が
、
当

　

面
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
Ｊ
Ｒ
西
日
本
神
戸
支
社
に
対
し
て
、
当

　

該
踏
切
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
要
望
を

　

行
い
、
現
況
の
踏
切
内
東
側
歩
道
を
拡

　

幅
、
両
側
歩
道
を
着
色
す
る
方
向
で
協

　

議
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現

　

在
、
拡
幅
整
備
に
向
け
て
協
議
図
面
を

　

作
成
中
で
す
。
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◆
山
手
幹
線
の
植
栽
部
分
に
つ
い
て
、
ヒ

　

ラ
ド
ツ
ツ
ジ
を
植
え
た
個
所
は
花
も
葉

　

も
散
っ
て
お
り
、
雑
草
が
茂
っ
た
状
態

　

に
な
っ
て
い
る
。

◆
早
急
に
点
検
を
行
い
、
順
次
対
応
し
て

　

い
き
ま
す
。

◆
故
西
田
房
子
様
か
ら
遺
贈
を
受
け
た
親

　

王
塚
町
の
公
園
用
地
に
つ
い
て
、
早
く

　

着
工
し
て
ほ
し
い
。

◆
解
体
・
設
計
も
含
め
て
、
今
年
度
中
の

　

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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◆
い
つ
改
修
工
事
が
終
了
す
る
の
か
。
花

　

壇
や
花
時
計
は
残
し
て
ほ
し
い
。

◆
商
店
街
や
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

　

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
今
年
度
中
に
設

　

計
し
、
来
年
度
に
改
修
す
る
予
定
で
進

　

め
ま
す
。
ト
イ
レ
の
整
備
に
あ
た
り
、

　

花
時
計
は
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
替
わ
る

　

花
壇
の
設
置
は
検
討
し
ま
す
。
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◆
騒
音
問
題
に
つ
い
て
、
市
は
何
も
し
な

　

い
の
か
。
署
名
活
動
を
し
た
市
民
や
、

　

満
場
一
致
で
請
願
を
通
し
た
議
会
無
視

　

で
は
な
い
か
。

◆
行
政
と
し
て
も
大
き
な
課
題
と
捉
え
て

　

い
ま
す
。
条
例
化
に
つ
い
て
は
い
く
つ

　

か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
検

　

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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◆
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
放
送
設
備

　

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い

　

人
も
多
く
、
音
も
ど
の
よ
う
な
も
の
か

　

分
か
ら
な
い
。

◆
防
災
行
政
無
線
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
全

　

戸
配
布
し
、
設
置
の
周
知
は
行
っ
て
い

　

ま
す
。
音
に
関
し
て
は
、
六
月
四
日
に

　

試
験
放
送
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

　

た
ご
意
見
を
基
に
音
量
等
を
見
直
し
、

　

七
月
十
六
日
に
再
度
試
験
放
送
を
実
施

　

し
ま
す
。
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昭
和
三
年
、
私
は
こ
の
芦
屋
で
生
ま
れ
、

十
年
に
は
今
の
県
立
芦
屋
高
校
の
場
所
に

あ
っ
た
宮
川
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
こ
ろ
は
、
学
校
か
ら
帰
る
と

す
ぐ
に
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
宮
川
や

打
出
の
浜
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
よ
。

　

当
時
の
宮
川
は
と
て
も
野
趣
に
富
ん
だ

川
で
、
人
工
的
な
も
の
は
何
も
な
く
、
ホ

タ
ル
も
た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
川

は
浅
く
、
ち
ょ
っ
と
集
中
豪
雨
な
ん
か
あ

る
と
す
ぐ
に
氾
濫
状
態
。
夜
中
に
そ
の
危

険
を
知
ら
せ
る
打
出
天
神
の
半
鐘
が
、
カ

ン
カ
ン
鳴
る
よ
う
な
こ
と
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
。
昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
の
と
き

に
は
高
潮
が
打
ち
寄
せ
て
、
浜
打
出
の
辺

り
ま
で
水
が
来
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

谷
崎
潤
一
郎
の
「
細
雪
」
に
出
て
く
る

昭
和
十
三
年
の

阪
神
大
水
害
の

と
き
に
は
、
そ
の

前
年
の
夏
ま
で
に
宮
川
の
護
岸
工
事
が
終

わ
っ
て
い
た
の
で
、
宮
川
か
ら
東
の
町
々

は
被
害
に
あ
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
呉

川
町
な
ど
西
側
は
芦
屋
川
の
は
ん
ら
ん
し

た
水
に
漬
か
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
三
年
生
だ
っ
た
昭
和
十
二
年
七

月
に
は
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
軍
事
体
制

が
強
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
小
学
校
で
も

い
わ
ゆ
る
「
少
国
民
」
教
育
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、『
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
！
』
と

い
っ
た
考
え
方
が
全
国
民
に
徹
底
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
四
月
、
私
は
灘
中
へ
進
学
。

当
時
、
芦
屋
に
は
四
つ
の
小
学
校
が
あ
り

ま
し
た
が
、
各
校
か
ら
だ
い
た
い
五
・
六

人
く
ら
い
が
神
戸
一
中
や
灘
中
学
に
行
っ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
神
戸
一
中
と
灘
中
と
で

は
、
校
風
・
気
質
に
お
い
て
ま
っ
た
く
異

な
り
、
当
時
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
や
や

体
力
に
自
信
の
持
て
な
い
児
童
と
か
、
一

中
の
軍
国
的
色
調
に
今
一
つ
馴
染
め
な
い

と
感
じ
る
家
庭
の
子
弟
、
い
わ
ば�
ぼ
ん

ぼ
ん�
た
ち
が
、
得
て
し
て
灘
中
を
選
択

す
る
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
我
々
の
中
学
生
活
は
、
日
本
が

太
平
洋
戦
争
に
開
戦
し
た
昭
和
十
六
年
に

始
ま
り
、
授
業
の
大
半
は
勤
労
奉
仕
で
、

敗
戦
の
昭
和
二
十
年
に
卒
業
と
い
う
、
文

字
通
り
戦
争
に
終
始
し
た
も
の
で
し
た
。

　

戦
後
、
我
々
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
世
代
は
、

新
生
日
本
の
再
建
を
担
お
う
と
、
経
済
戦

士
と
し
て
モ
ー
レ
ツ
に
働
き
始
め
る
の
で

す
が
、
私
も
海
外
で
活
躍
す
る
夢
を
持
ち
、

商
社
マ
ン
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
ま
た
、
私
の
四
十
二
年
間
に
及

ぶ
商
社
マ
ン
生
活
は
、
母
社
三
社
が
消
滅

す
る
と
い
う
、
実
に
数
奇
な
運
命
を 
辿 
る
た
ど

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
手
元
に
は
今
、
焼
夷
弾
で
焦
げ
目

の
つ
い
た
表
紙
の
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
書

い
た
日
記
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

日
記
を
も
と
に
、
人
生
を
振
り
返
っ
て
書

い
た
も
の
が
私
の
著
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
八
十
二
年
近
く
住
み
続
け

た
こ
の
ま
ち
に
、
私
は�
母
乳�
に
も
似
た

郷
愁
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
。
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昭
和
三
年
八
月
二
十
七
日
、精
道
村
古
新

田（
現
竹
園
町
）生
ま
れ
。昭
和
二
十
六
年
神

戸
経
済
大
学（
現
神
戸
大
学
）卒
業
後
、江
商

へ
入
社
。四
十
二
年
三
月
、兼
松
と
の
合
併

に
よ
り
同
社
を
退
社
し
、安
宅
産
業
へ
。五

十
二
年
七
月
、安
宅
産
業
崩
壊
に
よ
り
伊
藤

萬
へ
。同
社
取
締
役
か
ら
伊
藤
萬
石
油
販
売

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。平
成
四
年
退
任
。

著
書
に「
す
か
た
ん
灘
中
学
徒
動
員
物
語
」

（
光
人
社
）・「
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
商
社
マ
ン
」

（
朝
日
新
聞
社
）・「
遊
べ
、あ
そ
べ
！
」（
理
論

社
）・「
あ
る
中
学
生
の
戦
中
日
記
」（
東
方
出

版
）・「
追
憶
の
墓
標
」（
新
風
舎
）・ 「
僕
た
ち

�
神
戸
っ
子�
の
少
国
民
時
代
」（
神
戸
新
聞

綜
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）な
ど
。呉
川
町
在
住
。
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315,605,000円青木あすなろ建設
315,605,000円旭工建
315,605,000円新井組
315,605,000円淡路土建
315,605,000円大木建設
315,605,000円岡工務店
315,605,000円鍜治田工務店
315,605,000円柄谷工務店
315,605,000円関西建設工業
辞退共同建設

315,605,000円熊谷組
315,605,000円栗本建設工業
315,605,000円鴻池組
315,605,000円神鋼興産建設
315,605,000円大日本土木
315,605,000円大豊建設
315,605,000円但南建設
315,605,000円永瀬
315,605,000円ナカノフドー建設
315,605,000円中林建設
315,605,000円西本建設
315,605,000円ノバック
315,605,000円益田工務店
315,605,000円松村組
315,605,000円美樹工業
315,605,000円三井住友建設
辞退湊建設工業

315,605,000円村本建設
315,605,000円明和工務店
315,605,000円りんかい日産建設
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　「芦屋市みどり地域生活支援セン
ター建替工事」の入札を、５月12日
に行いました。
　入札の結果、抽選により中林建設
と請負金額331,385,250円（消費税相
当額15,780,250円を含む）で、５月14
日に仮契約を締結し、６月30日の市
議会の議決を得て、本契約を締結し
ました。結果は、下表のとおりです。
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　私たちが安心して暮ら
せる明るいまちづくりの
ため、市民生活の安全や
市内の治安維持などに功
績のあった警察官に、７
月16日（金）の「“社会を明
るくする運動”市民の集
い」において、山中市長か
ら感謝状を贈呈します。
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���　７月22日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　野坂昭如著「骨餓
身峠死人葛（ほねがみとうげほとけかずら）」　���　16人　����　2,300円

���������������������������

���　８月７日（土）午後２時～３時30分　���　講義室　���　篠原嘉彦当館事務
局長による肩の凝らない“文豪サーチ”のひととき「芥川さんの“うそ”　谷崎さんの“う
そ”」　���　先着20人　����　1,000円（コーヒー付）　�����　下記へ
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　夏の星空を観察してみ
ませんか。西の空には４
つの惑星が並んで見えて
います。土星の輪の観察
や夏の星座のお話など、

多くの話題でお待ちしています。
���　８月７日（土）午後６時30分～
９時　���　総合公園会議室　��
�　先着50人　�����　前日午後
５時30分までに下記へ
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���　７月30日（金）午前９時45分～11時
30分　���　市民センター音楽室　��
�　先着60人　�����　直接会場へ
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　自然災害で被災した住宅の家財
の補修・購入に対して、８月から
「家財共済給付金」を新設します。
������　年額1,500円
������　全壊・50万円
　　　　　　　大規模半壊・35万円
　　　　　　　半壊・25万円
　　　　　　　床上浸水・15万円
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���　①７月31日（土）②８月１日（日）／午後２時～３時30分　��
�　小学生・各先着20人　���　画用紙・木材・ガラクタなどで、
不思議な影の作品づくり　�����　ファクスで下記へ
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���　①８月７日（土）②８日（日）／午後２時～３時30分　���　
小学生・各先着20人　���　ブリキの板に色を塗り、光を集めて、
カラフルな光の動きで遊ぶ　�����　ファクスで下記へ
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